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日本学術会議と女性の政治参画



議会に女性は少ない→女性にとって働きにくい場所？

9.7% 25.8%

内閣府男女共同参画局(2020)「諸外国における政治分野の男女共同参画のための取組」(https://www.gender.go.jp/policy/seijibunya/pdf/pamphlet.pdf)
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https://www.gender.go.jp/policy/seijibunya/pdf/pamphlet.pdf


「議会」にジェンダー視点を

• 議会エコシステムを変え、
女性や多様な人々が参画で
き、ジェンダー平等を推進
する推進力を発揮する 
• 議会の役職の男女比 
• 議会の開催時間 
• 産休・育休 
• 女性トイレ 
• 服装規程 
• ハラスメント防止 
• 言葉遣い　など

分析をして、行動計画へ！



学術と議会関係者の共同作業

• 2016年　サラ・チャイルズ教授の英国議会調査報
告書「良い議会」刊行 

• 提言に基づく議会改革が進展 

• 進捗管理が進行中


